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◆「市長の行動」報告（3月分）
　※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

支出額支出日 支　　出　　内　　容

（２）　会費等   　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）

◆市長交際費の報告
（１）　弔　事   　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）

件　　　数
 合　計

支出額
2　件

○代：代理出席

40,000

副市長交際費執行状況
支出額支　　出　　内　　容

 3月17日
 ゆりほんリピーターズクラブ観光ルート現

  地検討会交流懇親会会費（小野副市長出席） 
5,400

 25日 大琴自治会総会懇親会へ寸志（小野副市長出席） 3,440
 26日 県観光連盟理事会懇親会会費（小野副市長出席） 5,000
   合　計   13,840

支出日

  3月1日㈭ 矢島高校 卒業式
  2日㈮ 由利工業高校 第90回記念選抜高等学校野球大会出場激励会
  5日㈪ 市議会定例会本会議（会派代表質問・一般質問）
  6日㈫ 市議会定例会本会議（一般質問）
   市議会定例会本会議（一般質問）
  7日㈬ 市議会全員協議会
   市監査委員辞令交付式

  8日㈭
 現場視察（笹子地区空家倒壊箇所、旧北内越小学校体

   育館壁面破損箇所）
  9日㈮ 石沢財産区議会定例会

  10日㈯
 西目中学校 卒業式

   秋田しんせい農業協同組合 合併20周年記念式典・祝賀会
   五役会議
  12日㈪ 本荘由利産学振興財団 理事会
   蓼沼町内 市政懇談会・懇親会
  13日㈫ 岩城小学校 卒業式
  14日㈬ 尾崎小学校 卒業式
   岩谷小学校 卒業式
  15日㈭ 市行政改革推進本部会議
   石脇財産区議会定例会
  16日㈮ 大内小学校 卒業式

  19日㈪
 五役会議

   本荘消防署大内分署 修祓式・開署式

  20日㈫
 市議会定例会本会議（閉会）

   市議会各議員連盟合同設立総会

  24日㈯
 第90回記念選抜高等学校野球大会

   由利工業高校第１回戦応援（兵庫県）

  26日㈪
 五役会議

   由利組合総合病院運営協議会・懇親会
  27日㈫ 本荘由利広域市町村圏組合議会定例会
  28日㈬ 現場視察（鳥海山木のおもちゃ美術館整備状況）
  30日㈮ 市職員退職辞令交付式

 3月10日
 秋田しんせい農業協同組合合併20周年記念

  祝賀会会費 
10,000

 12日 蓼沼町内市政懇談会懇親会へ寸志 3,523

 16日
 県どぶろく研究交流大会in由利本荘会費

  （○代 小野副市長） 4,000

 23日
 本荘地域町内会長協議会役員会懇親会会費

  （○代 阿部副市長） 3,500

 24日
 由利本荘建設技能組合総会懇親会会費

  （○代 商工観光部長） 5,000

 合　計   26,023

Event  and  Sports Yurihonjo  City  Topics

３
０
０
段
の
石
段
を
一
気
に
駆
け
上
が
る

森
子
大
物
忌
神
社
例
大
祭

西
目
地
域
に
進
出
し
、
新
工
場
を
整
備

シ
ン
シ
ア
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
㈱

　
２
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
森
子
大
物
忌
神
社
例
大
祭
が

４
月
15
日
、
由
利
地
域
の
森
子

集
落
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
し
た
が
、
旗
を
持
っ
た
り
太

鼓
を
た
た
い
て
行
列
を
先
導
す

る
子
ど
も
た
ち
や
み
こ
し
を
担

い
だ
氏
子
な
ど
約
70
人
が
に
ぎ

や
か
に
集
落
を
巡
行
し
ま
し
た
。

　
境
内
に
到
着
し
た
氏
子
た
ち

は
、
米
俵
10
俵
分
（
約
６
０
０

㌔
）
の
重
さ
が
あ
る
と
い
わ
れ

る
み
こ
し
を
担
ぎ
、
社
殿
ま
で

約
３
０
０
段
の
急
峻
な
石
段
を

一
気
に
駆
け
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
後
、
氏
子
た
ち
は
み
こ
し

を
社
殿
に
納
め
、
戸
板
を
激
し

く
た
た
く
「
乱
声
」
で
例
大
祭

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
精
密
生
産
機
械
製
造
の
シ
ン

シ
ア
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
㈱
（
神

奈
川
県
・
市
川
雅
弘
社
長
）
が

本
市
西
目
町
西
目
に
秋
田
工
場

を
整
備
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　
３
月
下
旬
に
県
の
誘
致
企
業
、

市
の
工
場
等
立
地
促
進
条
例
適

用
工
場
と
し
て
認
定
さ
れ
、
本

年
６
月
に
着
工
し
、
11
月
の
稼

働
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
新
工
場
は
、
鉄
骨
造
り
平
屋

建
て
で
、 

Ｉ
ｏ
Ｔ
、 

Ａ
Ｉ
関
連

産
業
の
市
場
拡
大
を
見
据
え
、

自
動
車
部
品
、
食
品
、
医
療
な

ど
多
分
野
の
自
動
化
生
産
シ
ス

テ
ム
機
器
の
一
貫
生
産
体
制
を

構
築
。
操
業
時
の
従
業
員
は
５

人
で
、
３
年
後
に
は
13
人
ま
で

増
や
す
計
画
で
す
。

左から小野前副市長、市川社長、中島副知事

お
お
も
の
い
み

ら
ん
じ
ょ
う

みこしを担ぎ、石段を駆け上がる氏子たち

行列を先導する子どもたち

新
入
社
員
22
人
が
決
意
新
た
に

新
入
社
員
合
同
歓
迎
会

　
市
商
工
会
と
本
荘
由
利
雇
用

開
発
協
会
が
主
催
す
る
「
新
入

社
員
合
同
歓
迎
会
」
が
４
月
６

日
に
ホ
テ
ル
ア
イ
リ
ス
で
開
催

さ
れ
、
市
内
企
業
の
９
社
か
ら

22
人
の
新
入
社
員
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
会
で
は
市
商
工
会
の
村
岡
淑

郎
会
長
が
「
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

が
待
ち
受
け
て
い
る
と
思
う
が
、

ふ
る
さ
と
由
利
本
荘
の
発
展
に

貢
献
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、

新
入
社
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
入
社
員
を
代
表
し

て
秋
田
プ
リ
マ
食
品
㈱
の
髙
橋

一
也
さ
ん
が
「
早
く
一
人
前
の

社
会
人
と
し
て
お
役
に
立
て
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
」

と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

農
村
振
興
局
長
賞
を
受
賞

赤
田
町
内
会

　
赤
田
町
内
会
（
田
口
作
内
会

長
）
が
、
農
業
農
村
整
備
優
良

地
区
コ
ン
ク
ー
ル
「
中
山
間
地

域
等
振
興
部
門
」（
全
国
水
土
里

ネ
ッ
ト
主
催
）
で
農
村
振
興
局

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
会
で
は
、
地
域
住
民
の
所

得
向
上
と
地
域
活
性
化
を
図
る

た
め
「
赤
田
ふ
れ
あ
い
直
売
所
」

の
開
設
や
首
都
圏
ス
ー
パ
ー
へ

の
出
荷
を
行
う
な
ど
、
地
域
資

源
を
生
か
し
た
積
極
的
な
取
り

組
み
を
展
開
し
て
お
り
、
こ
う

し
た
活
動
が
活
力
あ
る
農
村
を

実
現
す
る
も
の
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

長谷部市長に受賞を報告した赤田町内会の皆さん １人ずつ紹介される新入社員

桜
ま
つ
り
開
催

　春
の
花
楽
し
む

由
利
本
荘
春
の
花
巡
り

（円）

　「
桜
・
菜
の
花
ま
つ
り
」
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

４
月
12
日
、
西
目
地
域
の
ハ
ー

ブ
通
り
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市

観
光
協
会
西
目
支
部
の
鈴
木
幸

夫
支
部
長
が
「
西
目
は
由
利
本

荘
の
南
の
玄
関
口
。
多
く
の
方

に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
関
係
者

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
西

目
小
の
１
年
生
17
人
と
共
に
桜

並
木
を
歩
き
初
め
し
て
開
幕
を

祝
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
月
13
日
に
は
本
荘

公
園
で
「
本
荘
さ
く
ら
ま
つ
り
」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
観
光

協
会
の
村
岡
淑
郎
会
長
が
「
花

巡
り
は
春
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

で
す
の
で
、
多
く
の
方
に
会
場

へ
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
関
係
者
が
の

ろ
し
の
合
図
と
と
も
に
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

後
、
公
園
前
広
場
で
は
本
荘
追

分
保
存
会
が
民
謡
を
披
露
し
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　
５
月
29
日
ま
で
の
間
「
由
利

本
荘
春
の
花
巡
り
」
と
し
て
、

つ
つ
じ
ま
つ
り
・
黄
桜
ま
つ
り
・

菜
の
花
ま
つ
り
を
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
友
人
や
ご

家
族
と
春
の
花
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

桜並木を歩き初めする児童たち（桜・菜の花まつり）

関係者によるテープカット（本荘さくらまつり）
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本
年
度
は
固
定
資
産
の
評
価
替
え
で
す

　
ま
も
な
く
、
市
か
ら
固
定
資
産

税
の
課
税
明
細
書
と
納
付
書
を
発

送
し
ま
す
。
固
定
資
産
税
は
、
１

月
１
日
現
在
の
土
地
、
家
屋
、
償

却
資
産
（
こ
れ
ら
を
総
称
し
て

「
固
定
資
産
」
と
い
い
ま
す
）
の

所
有
者
に
、
そ
の
固
定
資
産
の
評

価
額
を
基
に
算
定
し
た
税
額
を
市

に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
固
定
資
産
の
う
ち
土

地
と
家
屋
の
評
価
額
に
つ
い
て
は

３
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
本
年
度
は
そ
の
「
評
価

替
え
」
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

★
土
地
の
評
価
替
え

　
評
価
替
え
に
あ
た
り
、
評
価
額

の
基
礎
と
な
る
路
線
価
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

　
前
回
の
見
直
し
か
ら
変
化
し
た

基
盤
整
備
状
況
（
道
路
の
幅
が
広

が
る
、
舗
装
さ
れ
る
な
ど
）
や
生

活
環
境
（
近
隣
に
商
業
施
設
が
増

え
る
な
ど
）
、
さ
ら
に
地
価
公
示

価
格
な
ど
の
７
割
を
め
ど
に
路
線

価
を
見
直
し
、
評
価
の
均
衡
と
適

正
化
を
図
り
ま
し
た
。

★
家
屋
の
評
価
替
え

　
「
再
建
築
価
格
（
同
じ
建
物
を

現
在
建
て
た
場
合
い
く
ら
に
な
る

か
）
」
を
基
礎
に
行
い
、
本
年
度

の
再
建
築
価
格
は
平
成
27
基
準
年

度
の
も
の
に
「
建
築
物
価
の
変
動

割
合
」
を
乗
じ
て
算
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
家
屋
は
、
経
過
年
数
を
基

に
し
た
「
経
年
減
点
補
正
率
」
を

反
映
さ
せ
ま
す
。
評
価
替
え
の
た

び
に
補
正
率
は
低
く
な
り
ま
す
が
、

家
屋
が
存
在
す
る
限
り
は
使
用
価

値
が
あ
る
た
め
、
最
低
の
数
値

（
０
・
２
）
と
な
っ
た
後
は
据
え

置
き
と
な
り
ま
す
。

                                                                  

　 

よ
く
あ
る
ご
質
問                

Ｑ
　
地
価
が
下
落
し
て
い
る
の
に
、

固
定
資
産
税
額
が
上
が
る
場
合
が

あ
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

Ａ
　
平
成
６
年
度
に
宅
地
の
評
価

水
準
を
全
国
一
律
に
地
下
公
示
価

格
の
７
割
を
め
ど
と
す
る
評
価
替

え
が
行
わ
れ
、
評
価
額
が
大
幅
に

上
昇
し
ま
し
た
。
上
昇
し
た
分
を

そ
の
ま
ま
税
額
に
反
映
す
る
と
、

税
の
負
担
が
急
激
に
増
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
「
負
担
調
整
」

と
い
う
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
、
負

担
水
準
（
下
表
参
照
）
に
よ
っ
て

税
額
の
上
が
り
方
を
緩
や
か
に
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
土
地
の
税
額
を
算
出
す
る
た
め

の
課
税
標
準
額
は
原
則
と
し
て
評

価
額
（
住
宅
用
地
に
お
い
て
は
評

価
額×

住
宅
用
地
特
例
率
）
と
同

額
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
仕
組
み

に
よ
り
、
地
価
が
下
落
し
て
い
る

場
合
で
も
、
現
在
の
課
税
標
準
額

が
本
来
の
評
価
額
に
達
し
て
い
な

い
土
地
に
つ
い
て
は
税
額
が
上
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　
平
成
26
年
９
月
に
住
宅
を
新

築
し
ま
し
た
。
本
年
度
分
か
ら
税

額
が
急
に
高
く
な
っ
て
い
る
の
は

な
ぜ
で
す
か
？

Ａ
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
住
宅

を
新
築
し
た
場
合
、
次
年
度
か
ら

３
年
度
分
（
長
期
優
良
住
宅
な
ど

は
５
年
度
分
）
税
額
が
２
分
の
１

に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
26
年
９
月
に
住
宅
を
新
築

し
た
場
合
、
平
成
27
〜
29
年
度
分

に
つ
い
て
は
税
額
が
２
分
の
１
に

減
額
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。
平

成
30
年
度
分
は
、
こ
の
減
額
期
間

が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
来

の
税
額
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

   

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の

   

申
告
を
お
忘
れ
な
く 

　
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
事
業
を

行
っ
て
い
る
方
（
工
場
・
商
店
・

農
業
・
不
動
産
業
な
ど
）
で
償
却

資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
そ

の
資
産
の
所
有
状
況
を
資
産
の
所

在
す
る
市
町
村
長
に
申
告
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

《
申
告
が
必
要
な
資
産
》

　
申
告
が
必
要
な
資
産
は
、
事
業

の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
構

築
物
・
機
械
・
装
置
・
車
両
お
よ

び
運
搬
具
・
工
具
・
器
具
・
備
品

な
ど
で
土
地
・
家
屋
以
外
の
も
の

で
す
。

※

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
課

税
対
象
に
な
っ
て
い
る
も
の
、
使

用
期
間
が
１
年
未
満
ま
た
は
取
得

価
格
が
10
万
円
未
満
の
も
の
、
取

得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
も
の
で

３
年
間
で
一
括
償
却
す
る
も
の
は

除
く
。

《
償
却
資
産
の
課
税
》

　
償
却
資
産
の
税
額
は
、
課
税
標

準
額
に
税
率
（
１
・
４
％
）
を
乗

じ
て
得
た
金
額
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
課
税
標
準
額
の
合
計
が

１
５
０
万
円
未
満
の
場
合
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。

  

納
付
書
の
様
式
が
変
わ
り
ま
す                                                                

　
こ
れ
ま
で
の
つ
づ
り
式
か
ら
１

枚
の
シ
ー
ト
に
な
り
ま
す
の
で
、

納
付
の
際
に
は
第
１
期
か
ら
第
４

期
ま
で
を
、
そ
れ
ぞ
れ
切
り
分
け

て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
コ

ン
ビ
ニ
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
の
納

付
は
、
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
母
子
・
父
子
家
庭
や
寡
婦
の
皆

さ
ん
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

の
貸
付
制
度
で
す
。

貸
付
の
対
象
　
市
内
に
居
住
し
、

扶
養
す
る
子
の
あ
る
配
偶
者
が
い

な
い
女
性
や
男
性
で
、
住
宅
の
整

備
を
必
要
と
し
、
自
力
で
整
備
を

行
う
こ
と
が
困
難
な
方

貸
付
限
度
額
　
１
世
帯
当
た
り
１

５
０
万
円

貸
付
利
率
　
年
０
・
１
％

※

た
だ
し
、
所
得
税
非
課
税
世
帯

や
災
害
救
助
法
適
用
に
よ
る
復
旧

の
た
め
の
場
合
は
無
利
子

据
え
置
き
期
間
　
１
年
以
内

償
還
期
間
　
据
え
置
き
期
間
経
過

後
９
年
以
内

償
還
方
法
　
半
年
ま
た
は
月
賦

保
証
人
　
１
人
（
本
市
居
住
者
）

※

そ
の
他
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

　
平
成
30
年
度
か
ら
、
県
と
市
町

村
が
経
費
の
２
分
の
１
ず
つ
を
負

担
し
て
保
育
料
を
助
成
す
る
「
す

こ
や
か
子
育
て
支
援
事
業
保
育
料

助
成
制
度
」
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

　
助
成
対
象
と
な
る
基
準
は
、
国

が
定
め
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設

な
ど
の
利
用
者
負
担
の
上
限
額
基

準
を
も
と
に
、
市
町
村
民
税
所
得

割
課
税
額
（
父
母
の
合
算
）
に
よ

り
判
定
さ
れ
ま
す
。

拡
充
内
容

①
対
象
世
帯
の
追
加
　
平
成
30
年

　
４
月
２
日
以
降
に
第
２
子
が
生

　
ま
れ
た
世
帯
の
第
２
子
の
保
育

　
料
を
全
額
助
成

・
対
象
市
保
育
料
階
層
区
分

　
▽
１
号…

１
階
層
か
ら
４̶

２

　
階
層
ま
で
▽
２
・
３
号…

１
階

　
層
か
ら
５̶

４
階
層
ま
で

②
所
得
制
限
の
緩
和
　
平
成
30
年

　
４
月
２
日
以
降
に
第
３
子
以
降

　
が
生
ま
れ
た
世
帯
の
第
２
子
以

　
降
の
保
育
料
を
２
分
の
１
助
成

・
対
象
市
保
育
料
階
層
区
分

　
▽
１
号…

５
階
層
（
所
得
割
課

　
税
額
３
４
８
９
０
０
円
以
下
の

　
世
帯
）
▽
２
・
３
号…

６̶

１

　
階
層
か
ら
６̶

３
階
層
ま
で

※

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

新評価額×住宅用地特例率（１/３または１/６） 
前年度課税標準額＋新評価額×住宅用地特例率（１/３または１/６）×５％
新評価額×70％ 
前年度課税標準額を据え置き 
前年度課税標準額＋新評価額×５％ 

100％以上
100％未満
70％超

60％以上70％以下
60％未満

住　宅
用　地

負担水準 課税標準額

負担水準（％）＝ 
 

前年度課税標準額 
新評価額×（住宅用地特例率『１/３または１/６』）

×100

非住宅
用　地

す
こ
や
か
子
育
て
支
援
事
業

保
育
料
助
成
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
す

「
ひ
と
り
親
家
庭
等
住
宅
整
備
資
金
」

貸
付
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行

令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
平
成
30

年
４
月
１
日
か
ら
市
保
育
料
の
一

部
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

※

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

保
育
料
の
一
部
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

○改正区分  
１号認定(幼稚園・認定こども園)  

３－１階層
（所得割課税額
３８，０００円
以下の世帯）

３－２階層
（所得割課税額
７７，１００円
以下の世帯）

7,000円

8,400円

5,000円

6,000円

階層 現行 改正後

23

4

1

☎
24̶

６
３
０
５

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
資
産
税
班

☎
24̶

６
３
２
０

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課

☎
24̶

６
３
１
９

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課

☎
24̶

６
３
２
０

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課



２／１０以内　 ２００万円

２／１０以内　 １００万円

２／１０以内　 １００万円

１／２以内　　  ５０万円
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商
品
開
発
や
販
売
促
進
、

首
都
圏
な
ど
へ
の
販
路
拡
大
を
支
援
し
ま
す

◇
由
利
本
荘
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　創
出
支
援
事
業
費
補
助
金

　
市
の
農
林
水
産
物
を
加
工
し
た

新
た
な
商
品
開
発
・
販
売
促
進
や

由
利
本
荘
ま
る
ご
と
売
り
込
み
推

進
協
議
会
が
推
奨
し
た
戦
略
事
業

な
ど
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

補
助
対
象
者

①
農
林
漁
家
ま
た
は
農
林
漁
家
を

　
中
心
と
す
る
団
体
お
よ
び
法
人

②
市
内
に
住
所
が
あ
る
個
人
ま
た

　
は
主
た
る
事
業
所
が
あ
る
団
体

　
お
よ
び
法
人

補
助
対
象
経
費
　
商
品
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
・
ラ
ベ
ル
な
ど
の
作
成
、
販

売
促
進
の
チ
ラ
シ
・
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
作
製
、
商
品
開
発
の
試
作
な

ど
に
要
す
る
費
用

補
助
額

①
農
林
漁
家
お
よ
び
戦
略
事
業…

　
２
分
の
１
（
上
限
50
万
円
）

②
市
に
事
業
所
が
あ
る
個
人
お
よ

　
び
団
体
な
ど…

３
分
の
１

　  （
上
限
50
万
円
）

◇
首
都
圏
等
定
番
商
品
化

　
　
　
　
　推
進
事
業
費
補
助
金

　
首
都
圏
な
ど
で
市
が
実
施
す
る

物
産
展
・
商
談
会
、
県
な
ど
が
主

催
す
る
商
談
会
な
ど
新
た
な
定
番

商
品
化
に
向
け
た
商
談
や
販
売
活

動
な
ど
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

補
助
対
象
者

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
個
人

②
市
内
に
事
業
所
が
あ
る
団
体

補
助
対
象
経
費
　
交
通
費
、
宿
泊

費
、
出
展
料
、
運
搬
費
、
販
売
員

手
数
料
な
ど

補
助
額

２
分
の
１
（
上
限
25
万
円
）

◇
集
出
荷
体
制
整
備
等

　
　
　
　
　促
進
事
業
費
補
助
金

　
集
出
荷
体
制
機
能
お
よ
び
仲
卸

し
機
能
を
有
し
た
事
業
者
な
ど
が
、

本
市
特
産
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
首
都
圏
へ
の
販
売
環

境
を
整
備
す
る
た
め
の
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象
者
　
市
内
に
住
所
ま
た

は
事
業
所
が
あ
る
方

補
助
対
象
経
費
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
に
向
け
た
ソ
フ
ト
や
備
品

整
備
に
要
す
る
費
用

補
助
額

２
分
の
１
（
上
限
50
万
円
）

申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈭

◇
由
利
本
荘
市
ま
る
ご
と
推
進

　協
議
会
の
会
員
を
募
集
し
ま
す

　
推
進
協
議
会
は
、
首
都
圏
等
売

り
込
み
部
会
・
地
域
内
売
り
込
み

部
会
・
戦
略
部
会
に
よ
り
、
効
率

的
か
つ
効
果
的
に
、
売
れ
る
戦
略

に
つ
い
て
協
議
し
実
践
し
て
い
ま

す
。
首
都
圏
や
大
都
市
圏
、
県
内

で
売
り
込
み
た
い
商
品
を
お
持
ち

の
方
で
加
入
を
ご
希
望
の
方
は
、

ま
る
ご
と
売
り
込
み
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
る
ご
と

　
　売
り
込
み
課

☎
24―

６
２
６
６

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
新
分
野
進
出
支
援
事
業
補
助
金

　
市
内
の
事
業
者
が
、
今
後
成
長

が
見
込
ま
れ
る
分
野
へ
進
出
す
る

た
め
の
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に

行
う
研
修
な
ど
の
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象
者
　
市
内
に
事
業
所
ま

た
は
工
場
を
置
き
、
輸
送
機
、
医

療
機
器
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
成
長
産
業
へ
の
進
出
を
目
指

し
て
い
る
事
業
者

補
助
対
象
経
費
　
平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま

で
に
１
カ
月
以
上
継
続
し
て
行
わ

れ
る
研
修
な
ど
の
講
師
料
、
受
講

料
、
受
験
料
な
ど
の
費
用

補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
（
上
限
50
万
円
）

※

千
円
未
満
切
り
捨
て

◇
新
商
品
等
展
示
会

　
　
　
　出
展
支
援
事
業
補
助
金

　
市
内
の
事
業
者
が
、
新
た
に
開

発
し
た
商
品
な
ど
の
販
路
拡
大
を

目
指
し
、
展
示
会
や
見
本
市
な
ど

へ
出
展
す
る
た
め
の
経
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象
者
　
市
内
に
事
業
所
ま

た
は
工
場
を
置
き
、
自
ら
開
発
し

新
分
野
進
出
や
販
路
拡
大
に

取
り
組
む
事
業
者
を
支
援
し
ま
す

7 5
平
成
31
年
度
に
実
施
予
定
の

集
会
施
設
の
改
修
な
ど
を
補
助
し
ま
す

6
◇
集
会
施
設
建
設
費
等
補
助
金

　
町
内
会
な
ど
が
所
有
す
る
集
会

施
設
の
改
修
や
修
繕
に
は
、
市
の

補
助
金
制
度
が
活
用
で
き
ま
す
。

　
要
望
書
に
見
積
書
な
ど
の
必
要

書
類
を
添
え
て
、
９
月
18
日
㈫
ま

で
に
地
域
振
興
課
、
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

☎
24―

６
２
３
１

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

集会施設に対する補助内容

新築・改築

限度額項目 補助率

下水道接続

改修・修繕

取得

１０世帯以下／１０万円以上
２０世帯以下／２０万円以上
３０世帯以下／３０万円以上
４０世帯以下／４０万円以上
４１世帯以上／５０万円以上

町内世帯数／対象事業費

供用開始から３年以内

た
製
品
（
技
術
的
な
も
の
を
含
む
）

の
販
路
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
事

業
者

補
助
対
象
経
費
　
平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま

で
に
開
催
さ
れ
る
展
示
会
な
ど
の

出
展
料
、
会
場
設
営
費
、
出
展
物

の
搬
送
費
な
ど
の
費
用

補
助
額  

①
中
小
企
業…

補
助
対
象
経
費
の

　
２
分
の
１
（
上
限
15
万
円
）

②
小
規
模
事
業
者…

同
経
費
の
３

　
分
の
２
（
上
限
20
万
円
）

③
そ
れ
以
外…

同
経
費
の
３
分
の

　
１
（
上
限
10
万
円
）

※

千
円
未
満
切
り
捨
て

申
込
期
限
（
２
事
業
共
通
）

６
月
29
日
㈮

※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考

と
な
り
ま
す
。

※

詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

☎
24―

６
３
７
３

市の臨時職員を募集します

　西目中央児童館臨時職員を次のとお
り募集します。詳しくはハローワーク
に備え付けの募集要項でご確認くださ
い。

採用人数　１人
雇用期間　平成30年６月１日～11月
　30日まで（更新可）
勤務場所　西目中央児童館
勤務内容　小学校児童の保育業務など
　※パソコンによる文書作成を含む
勤務時間  週５日勤務（週38時間45分）
　※７時～19時までのうち実働７時間
　　45分でローテーションにより調整
応募方法　ハローワークで発行する紹介
　状と市専用の履歴書を提出してくださ
　い。
受付期間・場所　５月１日㈫～18日㈮
　西目総合支所市民サービス課振興班
試験日・会場　５月23日㈬　９時～
　西目総合支所会議室

申し込み・問い合わせ先
　西目総合支所市民サービス課振興班
　☎３３－４６１０
　〒018-0692　由利本荘市西目町沼
　田字弁天前40番地61俵田遺跡から出土した人面墨書土器と木製の人形

（『大地に刻まれた山形の歴史』）より

鳥海山・飛島ジオパーク
リレーコラム
「日本海と大地がつくる
　　　　　　　  水と命の循環」

【第41回】
陰陽師が使った？
古代のおまじないグッズ　俵田遺跡

たわらだ

山形大学基盤教育院　荒木　志伸 准教授

　陰陽師といえば、冬季オリンピックでの羽生結弦選手のフリー
プログラムや、野村萬斎さん主演の映画を思い浮かべる方も多い
でしょう。実は山形でも、かつて陰陽師が活躍した記録が残って
います。
　平安時代、出羽国は鳥海山の噴火や嘉祥３（850）年の大地震な
ど、度重なる災害などにより人心が動揺していました。『日本文
徳天皇実録』という書物によれば、朝廷は大地震の翌年に出羽国
に陰陽師を派遣し、反乱や自然災害の要因を占わせています。そ
の結果、鳥海山の大物忌神の怒りのためであると判明したため、
厚く敬うよう命じました。
　陰陽師はいわば公務員で、活動の本拠地は当時の役所である城
輪柵周辺でした。酒田市（旧八幡町）岡島田にある９世紀半ばの
俵田遺跡からは、人面が描かれたかめと木製の人形・馬形が大量
に発見されていま
す。これらは当時の
中央の都でも使用さ
れた最先端のおまじ
ないグッズで、陰陽
師の活躍した時代と
もぴったりあう興味
深い考古学資料です。
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